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公益社団法人  国際演劇協会（ITI/ ユネスコ ) 日本センター
Japanese Centre of International Theatre Institute / UNESCO

　公益社団法人国際演劇協会（ITI/
ユネスコ）日本センターは、ユネ
スコ傘下の国際組織である国際演
劇 協 会 ITI（International Theatre 
Institute）加盟の公認団体です。ITI
は世界平和と相互理解の促進を希求
するユネスコ憲章の精神に基き、演
劇による国際交流の増進を目的とし
て 1948 年創設され、現在約 85 の
国と地域が加盟しています。

I.T.I.
　

２
０
１
７
年
、
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
国
際
演
劇
年
鑑

の
編
集
を
進
め
な
が
ら
、
年
末
の
「
紛
争
地
域
で
生

ま
れ
た
演
劇
」
で
は
予
想
を
超
え
て
多
く
の
お
客
様

を
迎
え
活
況
を
呈
し
ま
し
た
。
12
月
17
日
（
土
）
の

『
ジ
ハ
ー
ド
』
公
演
後
の
ト
ー
ク
で
は
作
者
の
イ
ス

マ
エ
ル
・
サ
イ
デ
ィ
氏
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
電
話「
ス

カ
イ
プ
」
で
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
生
出
演
し
て
く
だ
さ

り
、
国
境
を
越
え
て
の
交
流
に
双
方
か
ら
拍
手
が
お

く
ら
れ
た
の
も
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、
協
会
の
中

に
新
し
く
英
連
邦
部
会
が
生
ま
れ
、
会
員
自
身
が
翻

訳
し
た
も
の
を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
共
有
す
る

な
ど
、
新
し
い
活
動
の
場
が
広
が
っ
て
き
た
の
も
特

筆
す
べ
き
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
世
界
に
は
未
だ
、
戦
乱
の
収
ま
ら
な
い
地
域

に
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
が
苦
し
み
を
抱
え
て
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
た
ま
さ
か
の
海
外
の
旅
な
ど
で
は
理
解
し

え
な
い
事
象
が
ド
ラ
マ
に
よ
っ
て
掘
り
起
こ
さ
れ
、

少
し
だ
け
、
異
な
る
民
族
の
内
面
に
近
づ
く
こ
と
が

出
来
る
。
私
は
ド
ラ
マ
ほ
ど
、
国
際
理
解
を
得
る
よ

い
手
だ
て
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

協
会
は
相
変
わ
ら
ず
の
財
政
難
の
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
企
画
に
、
交
渉
に
、
ま
た
、
事
務
局
は
助
成

金
を
獲
得
す
る
た
め
の
書
類
作
成
に
汗
を
か
い
て
い

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
充

実
し
て
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
に
ア

ク
セ
ス
し
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
事

業
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
、
私
た
ち
の
活

動
が
ユ
ネ
ス
コ
の
理
念
・
国
際
理
解
と
平
和
の
構
築

に
つ
な
が
る
よ
う
、
今
年
も
、
努
力
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

国際理解と平和にドラマの力を

年
頭
に
当
た
っ
て

『
ジ
ハ
ー
ド
』
ト
ー
ク　

中
央
が
ス
カ
イ
プ
参
加
の
イ
ス
マ

エ
ル
・
サ
イ
デ
ィ
氏
。
手
前
左
か
ら
瀬
戸
山
美
咲
氏
＝
『
ジ

ハ
ー
ド
』
演
出
、
角
田
美
知
代
氏
＝
通
訳
、
デ
ボ
ラ
・
ド
ゥ
・

リ
エ
ム
・
ア
ビ
ス
ロ
ー
氏
＝
『
ジ
ハ
ー
ド
』
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

／
ツ
ア
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
新
野
守
広
氏
＝
司
会



　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
28
年
度
の
定

時
社
員
総
会
に
お
い
て
、
平
成
27
年
度
の
計
算
書

類
・
事
業
報
告
の
承
認
を
行
う
と
共
に
、
高
萩
宏

理
事
の
辞
任
を
承
認
し
、
後
任
理
事
に
糟
谷
治
男

氏
を
選
任
し
ま
し
た
。

日
時　

平
成
28
年
６
月
19
日
（
日
）
10
時
02
分
～

10
時
54
分

場
所　

松
竹
株
式
会
社
大
会
議
室
（
東
劇
ビ
ル
10

階
）

会
員
現
在
数　

２
２
５
名
（
平
成
28
年
５
月
22
日

理
事
会
開
催
時
）

出
席
者　

１
４
０
名
（
委
任
状
１
０
７
名
）

出
席
会
員　

33
名
＝
青
柳
敦
子
、
安
宅
り
さ
子
、

安
孫
子 

正
、
伊
藤 

洋
、
内
田
洋
一
、
大
笹
吉
雄
、

小
田
切
洋
子
、
オ
ン
パ
ロ
ス
ダ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
居
上
紗
笈
）、
糟
谷
治
男
、
加
納
豊
美
、
河

内
美
穂(m

iho)

、
後
藤
絢
子
、
後
藤
祥
子
、
小

林
弘
文
、
斎
明
寺
（
関
根
）
以
玖
子
、
真
藤
美
一
、

高
萩 

宏
、
永
井
多
惠
子
、
永
江 

巌
、
中
村
（
壱

岐
）
照
美
、
中
山
夏
織
、
新
見
真
琴
、
蓮
池
奈
緒

子
、
林 

英
樹
、
菱
沼
彬
晁
、
舟
本
（
伊
藤
）
巴
子
、

堀
川
登
志
子
、
前
田
真
里
衣
、
松
下
芳
江
、
松
田

和
彦
、
三
輪
え
り
花
、
吉
岩
正
晴
、
和
崎
信
哉

社
員
総
会
に
出
席
し
た
理
事
及
び
監
事　

安
宅

り
さ
子
、
安
孫
子 

正
、
伊
藤　

洋
、
大
笹
吉
雄
、

Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
平
成
28
年
度
定
時
社
員
総
会
報
告

小
田
切
洋
子
、加
納
豊
美
、小
林
弘
文
、斎
明
寺（
関

根
）
以
玖
子
、
真
藤
美
一
、
永
井
多
惠
子
、
永
江

　

巌
、
中
山
夏
織
、
林　

英
樹
、
菱
沼
彬
晁
、
舟

本
（
伊
藤
）
巴
子
、
松
田
和
彦
、
三
輪
え
り
花
、

吉
岩
正
晴
、
和
崎
信
哉

配
布
資
料　

平
成
28
年
度
定
時
総
会
議
案
書
（
ｐ

１
～
15
、
平
成
28
年
度
事
業
計
画
書
）

補
足
資
料（
平
成
28
年
度
正
味
財
産
増
減
予
算
書
、

各
事
業
関
連
資
料
）

開
会　

10
時
02
分
に
開
会
。
会
長
永
井
多
惠
子
の

挨
拶
の
後
、
議
長
に
副
会
長
（
代
表
理
事
）
の
安

孫
子 

正
を
選
び
、
直
ち
に
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

定
足
数
の
確
認　

こ
の
総
会
に
は
、
正
会
員
33
名

が
出
席
し
、
委
任
状
提
出
者
１
０
７
名
を
加
え

て
１
４
０
名
の
出
席
が
あ
っ
た
。
本
定
時
総
会

は
、
会
員
現
在
数
２
２
５
名
の
過
半
数
に
あ
た
る

１
１
３
名
の
出
席
が
必
要
で
あ
る
が
、
出
席
者
数

が
こ
れ
に
達
し
た
た
め
、
総
会
は
有
効
に
成
立
し

ま
し
た
。

決
議
事
項

[

第
一
号
議
案]　

 

第
三
期
（
平
成
27
年
４
月
１

日
～
平
成
28
年
３
月
31
日
）
計
算
書
類
・
平
成
27

年
度
事
業
報
告
の
承
認 

[

第
二
号
議
案]　

 

理
事
の
補
充
に
つ
い
て

辞
任
：
高
萩　

宏
（
平
成
28
年
２
月
５
日
付
）

理
事
候
補
者
：
糟
谷
治
男
（
公
益
財
団
法
人
都
民

劇
場
・
理
事
長
）

報
告
事
項　

 

平
成
28
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

第
一
号
議
案
の
審
議
に
先
立
ち
、議
案
書
の「
平

成
27
年
度
事
業
報
告
書
」
に
基
づ
き
、
報
告
を
行

い
ま
し
た
。（
当
該
事
業
報
告
は
、
平
成
28
年
５

月
22
日
開
催
の
平
成
28
年
度
第
１
回
理
事
会
で
承

認
済
で
す
）

　

続
い
て
、
第
一
号
議
案
の
審
議
に
移
り
、
定
款

第
12
条
に
定
め
る
社
員
総
会
の
決
議
事
項
に
関
わ

る
貸
借
対
照
表
、
正
味
財
産
増
減
計
算
書
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
、
財
産
目
録
及
び
監
事
に
よ
る
監
査

報
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
討
議
し
た
結
果
、
全
員

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
第
二
号
議
案
で
あ
る
理
事
の
補
充
に

関
す
る
審
議
を
行
い
、
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
被
選
任
者
は
即
時
そ
の
就
任
を
承
諾
し
ま

し
た
。

　

第
一
号
議
案
な
ら
び
に
第
二
号
議
案
に
関
連
し

て
、「
紛
争
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
演
劇
」に
関
し
て
、

上
演
劇
場
の
変
更
は
な
い
か
、
も
う
少
し
キ
ャ
パ

シ
テ
ィ
の
大
き
な
と
こ
ろ
で
実
施
す
る
予
定
は
な

い
か
、
入
場
料
収
入
は
見
込
め
な
い
か
、
等
の
質

問
が
出
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
は
、
担
当
理
事
よ
り
「
東
京
芸

術
劇
場
の
変
更
は
難
し
い
。
予
算
内
で
収
め
る
た

め
に
は
、
劇
場
費
、
ス
タ
ッ
フ
費
を
抑
え
る
し
か
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な
い
が
、
東
京
芸
術
劇
場
の
場
合
は
共
催
と
い
う

こ
と
で
経
費
を
下
げ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
入
場

料
収
入
に
つ
い
て
は
、
な
じ
み
の
な
い
国
に
加
え

て
、
作
品
自
体
、
日
本
で
初
め
て
紹
介
す
る
も
の

で
あ
り
、
観
客
動
員
が
果
た
し
て
で
き
る
か
ど
う

か
の
問
題
も
あ
る
。
そ
の
あ
た
り
は
課
題
と
し
て

残
っ
て
い
る
」と
い
っ
た
指
摘
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
に
よ
り
、
総
会
は
す
べ
て
の
議
案
の
議
決

を
終
了
し
、
10
時
54
分
に
散
会
し
ま
し
た
。

　

議
案
案
、
議
事
録
を
ご
要
望
の
方
は
、
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
電
話

０
３
・
３
４
７
８
・
２
１
８
９
／m

ail@
iti-j.org

）

（
報
告　

副
会
長
・
事
務
局
長
代
行
・
吉
岩
正
晴
）

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
国
際
演
劇
協
会
日
本
セ
ン
タ
ー
監
事
、
日

中
演
劇
交
流
話
劇
人
社
理
事
長
、
俳
優
の
伊
藤
巴
子

（
本
名
・
舟
本
巴
子
）
さ
ん
は
２
０
１
６
年
12
月
17

日
未
明
、
東
京
杉
並
区
宮
前
の
自
宅
で
亡
く
な
り
ま

し
た
。
85
歳
で
し
た
。

　

１
９
５
４
年
、
俳
優
座
養
成
所
を
卒
業
（
第
３
期

生
）、
劇
団
仲
間
の
創
設
に
参
加
し
後
に
フ
リ
ー
に
。

１
９
５
７
年
、
ミ
ハ
ル
コ
フ
作
『
乞
食
と
王
子
』
に

主
演
、通
算
１
５
８
０
公
演
を
記
録
。
１
９
５
８
年
、

マ
ル
シ
ャ
ー
ク
作
『
森
は
生
き
て
い
る
』
に
主
演
、

通
算
２
０
０
０
公
演
を
記
録
。
１
９
６
５
年
、
第
２

次
日
本
新
劇
合
同
訪
中
公
演
団
に
参
加
、『
か
ぐ
や

姫
』
に
主
演
、
北
京
、
上
海
、
南
京
を
巡
演
。
新
劇

の
舞
台
は
『
華
岡
青
洲
の
妻
』『
婉
と
い
う
女
』『
人

形
の
家
』『
風
浪
』『
十
二
月
』
な
ど
に
出
演
。

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
事
業
と
し
て
２
０
１
０
年
、
浙
江
大
学

と
上
海
戯
劇
学
院
の
共
催
の
「
演
劇
と
環
境
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
参
加
、
井
上
ひ
さ
し
作
『
水
の
手
紙
』
を

群
読
、過
士
行
作『
魚
人
』を
日
本
語
上
演
し
ま
し
た
。

　

１
９
８
４
年
、『
乞
食
と
王
子
』『
森
は
生
き
て
い

る
』
の
演
技
に
よ
り
、
第
19
回
紀
伊
國
屋
演
劇
賞
・

特
別
賞
、
１
９
９
４
年
、
木
下
順
二
、
尾
崎
宏
次
両

氏
選
考
の
山
本
安
英
賞
、
２
０
１
５
年
、
日
中
演
劇

交
流
へ
の
貢
献
に
よ
り
文
化
長
官
賞
な
ど
を
受
賞
し

て
い
ま
す
。
近
年
は
全
国
各
地
の
児
童
青
少
年
演
劇

の
制
作
現
場
を
支
援
し
、
長
年
の
経
験
を
生
か
し
た

演
技
指
導
や
企
画
・
制
作
の
助
言
を
行
う
な
ど
、
草 

の
根
の
演
劇
活
動
に
根
を
下
ろ
し
て
い
ま
し
た
。

Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
監
事
・
伊
藤
巴
子
さ
ん
ご
逝
去

ITI 本部 Web サイトより（2017 年 1 月～ 7 月）
■ Theatre and the capacity of independent 
department（セミナー）
3 月 5 ～ 7 日
開催地：テヘラン（イラン）
h t t p : / / w w w. i t i - w o r l d w i d e . o r g / p d f s /
International_private_theater_seminar.pdf
■ The 12th edition of the Croatian Theatre 
and Dance Showcase（ショウケース）
4 月 20 ～ 25 日
開催地：ザグレブ、リエカ（クロアチア）
※以前のレポートは下記サイトより読むことが
できます。
http://www.hciti.hr/web/wp-content/uploads/
Kretanja-25-web.pdf
■ DaNang International Fireworks Festival

（フェスティバル）
4 月 29 日～ 6 月 30 日
開催地：ダナン（ベトナム）
問い合わせ：Ngocle@lequyduong.com
■ Theater der Welt（フェスティバル）
5 月 25 日～ 6 月 11 日
開催地：ハンブルク（ドイツ）
http://www.theaterderwelt.de/
■ Festival Theaterformen 2017　（フェスティ
バル）
6 月 8 ～ 18 日
開催地：ハノーファー（ドイツ）
https://www.theaterformen.de/de/aktuell
■ The International Sea Festival 2017（ フ ェ
スティバル）
6 月 10 ～ 13 日
開催地：ニャチャン（ベトナム）
■ 2017 International Festival of Ancient 
Greek Drama（フェスティバル）
7 月
開催地：キプロス（ギリシア）
https://www.greekdramafest.com/
※ ITI 本部のホームページがリニューアルさ
れました。各国センターリストからさまざま
なプロジェクトの紹介、上記イベントカレン
ダーなど読みやすくなっています。いずれはフ
ランス語・スペイン語・中国語表記も行う予
定とのこと。ぜひご覧下さい。http://www.iti-
worldwide.org/index.html

世界のＩＴＩセンター
イ ベ ン ト カ レ ン ダ ー
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１
９
４
５
年
８
月
の
ヒ
ロ
シ
マ
と
ナ
ガ
サ

キ
を
生
き
た
母
と
子
の
声
を
通
し
て
、
戦
争

の
姿
を
伝
え
る
朗
読
劇
『
こ
の
子
た
ち
の
夏

　

１
９
４
５
・
ヒ
ロ
シ
マ　

ナ
ガ
サ
キ
』
は
、

１
９
８
５
年
か
ら
上
演
を
重
ね
、
２
０
１
１

年
か
ら
は
Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
が
主
体
と

な
っ
て
東
京
公
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
、
８
月
13

日
、
14
日
と
世

田
谷
パ
ブ
リ
ッ

ク
シ
ア
タ
ー
で

公
演
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
で
本
作
は
の
べ
４
０
０
市
町
村
で

８
０
２
回
上
演
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

女
子
高
生
が
朗
読
に
参
加
し
て

　

日
本
セ
ン
タ
ー
で
は
「
若
い
世
代
に
観
て
ほ
し

い
。
２
世
代
、
３
世
代
で
観
て
ほ
し
い
」
と
い
う

願
い
か
ら
、
広
報
な
ど
に
毎
年
工
夫
を
重
ね
て
い

ま
す
。リ
ピ
ー
タ
ー
の
お
客
様
も
多
く
、ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
毎
年
、「
今
度
は
子
ど
も
と
観
た
い
」「
親

と
観
た
い
」「
子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ
て
何
度

も
観
に
来
て
い
る
」
な
ど
の
言
葉
が
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
本
作
に
は
女
子
中
高
生
が
朗
読

を
す
る
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
参
加
者
や
参
加
者
の

ご
家
族
、
学
校
の
先
生
か
ら
も
「
参
加
者
は
朗
読

に
参
加
し
て
か
ら
戦
争
の
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
」「
朗
読
を
き
っ
か
け
に
観
に
き
て
い
る
」

な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
て
い
ま
す
。

　

英
語
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ
ド
を
無
料
貸
出
し

　

ま
た
、
東
京
公
演
で
は
、
作
品
を
通
じ
た
国
際

間
の
対
話
を
促
進
す
る
た
め
、
英
語
の
イ
ヤ
ホ
ン

ガ
イ
ド
を
無
料
で
貸
出
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
９

つ
の
大
使
館
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
カ
メ
ル
ー
ン
、

ジ
ン
バ
ブ
エ
、
ス
ー
ダ
ン
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
、
南
ア
フ
リ
カ
、
ラ
オ
ス
、
ロ
シ
ア
）
や

日
本
在
住
の
留
学
生
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
。
言
葉
の
壁
を
越
え
、
本
作
を
多
く
の
人
に
届

け
る
取
組
み
は
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

　

命
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
伝
え
る
座
談
会

　

８
月
13
日
の
公
演
終
了
後
、
音
楽
評
論
家
の
湯

川
れ
い
子
さ
ん
と
医
師
の
堂
園
凉
子
さ
ん
、
永
井

多
惠
子
会
長
に
よ
る
座
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
敗

戦
か
ら
70
年
が
過
ぎ
、
戦
争
体
験
者
が
日
に
日
に

少
な
く
な
る
今
、
若
い
世
代
に
戦
争
を
ど
う
伝
え

る
か
。
命
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
届
け
る
大
切
さ
と
難

し
さ
に
つ
い
て
、
ト
ー
ク
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
日
本
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
座

談
会
の
内
容
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。http://

iti-japan.or.jp/sum
m

er_talk2016/

　

当
公
演
は
、
公
益
財
団
法
人
Ｊ
Ｋ
Ａ
に
よ
る
競

輪
の
補
助
事
業
（Ring Ring 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

「
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
交
流
活
動
補
助
事
業
」
に

よ
り
実
現
し
ま
し
た
。
２
０
１
７
年
度
は
本
作
の

公
演
を
お
休
み
し
ま
す
。
再
来
年
度
以
降
の
再
演

に
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
報
告　

事
務
局
・
後
藤
絢
子
）

朗読劇『この子たちの夏 1945・ヒロシマ  ナガサキ』

1985 年以来、のべ 400 市町村で 802 回公演を達成
した『この子たちの夏』　  写真撮影・谷古宇正彦

戦
後
70
年
を
過
ぎ
て

戦
争
の
伝
承
と
国
際
交
流



5 I.T.I. NEWS  2017

　

第
３
回
「
高
校
生
劇
評
グ
ラ
ン
プ
リ
」
最
優
秀

賞
は
10
月
22
日
（
土
）
の
最
終
選
考
会
に
お
い
て

愛
知
県
清
林
館
高
校
３
年
生
の
久く
る
は
ら

留
原
有ゆ

き希
さ
ん

に
よ
る
『
１
７
８
９
︱
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
の
恋
人
た

ち
︱
』(

主
催
・
東
宝)

の
劇
評「
フ
レ
ン
チ
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
の
可
能
性
」、
優
秀
賞
に
10
の
作
品
が
決

定
し
、
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
選
考
委
員
講
評
と

合
わ
せ
て
発
表
し
ま
し
た
。
団
体
賞
は
２
年
連
続

で
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
「
大
阪
市
立
咲
く
や
こ

の
花
高
等
学
校
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
今
回
初
の

試
み
と
し
て
第
1
回
、
第
2
回
の
優
秀
賞
受
賞
者

有
志
12
名
が
一

次
選
考
に
参
加

し
、
同
世
代
の

視
点
も
反
映
し

た
選
考
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
冬
季
だ
っ
た
募
集
時
期
を
夏
季
（
9

月)

に
変
更
し
た
影
響
も
あ
っ
た
の
か
、
応
募
総

数
は
36
編
と
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

演
劇
（
22
作
品
）
を
中
心
に
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、

歌
舞
伎
、
能
、
文
楽
と
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
を
対
象

と
し
た
劇
評
が
寄
せ
ら
れ
、
応
募
者
の
所
属
高
校

所
在
地
も
、
東
京
（
15
名
）、
大
阪
（
14
名
）
に

加
え
、
愛
知
、
鹿
児
島
、
群
馬
、
奈
良
と
全
国
に

広
が
り
ま
し
た
。

　

高
校
生
劇
評
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施

　

劇
評
グ
ラ
ン
プ
リ
の
関
連
事
業
と
し
て
ア
ー
ツ

カ
ウ
ン
シ
ル
東
京
の
助
成
を
受
け
「
高
校
生
応
援

チ
ケ
ッ
ト
」、「
観
劇
カ
フ
ェ
」
か
ら
な
る
「
高
校

生
劇
評
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
高
校
生
応
援
チ
ケ
ッ
ト
」
で
は
、
高
校
生
劇

評
グ
ラ
ン
プ
リ
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る

日
本
劇
団
協
議
会
か
ら
の
各
劇
団
へ
の
積
極
的
な

働
き
か
け
も
あ
り
、
６
月
～
８
月
に
上
演
さ
れ
た

18
公
演
に
１
０
０
０
円
以
下
の
高
校
生
割
引
チ

ケ
ッ
ト
を
提
供
い
た
だ
き
、
同
伴
者
割
引
チ
ケ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
も
設
定
し
、
計

１
０
７
名
が
応
援
チ
ケ
ッ
ト
を
利
用
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
作
品
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
観
劇

仲
間
と
の
交
流
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
７
月
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
マ
イ
・
フ
ェ
ア
・

レ
デ
ィ
」（
ゲ
ス
ト
・
山
内
佳
寿
子
氏
＝
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
誌
副
編
集
長
）、
８
月
の
「
頭
痛
肩
こ
り

樋
口
一
葉
」（
ゲ
ス
ト
・ 

井
上
麻
矢
氏
＝
劇
団
「
こ

ま
つ
座
」
代
表
）
終
演
後
に
、
ゲ
ス
ト
を
囲
ん
で

「
観
劇
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

  

ネ
ス
タN

ext generation STAG
E Alliance

始
動

　

第
1
回
、
第
２
回
高
校
生
劇
評
グ
ラ
ン
プ
リ
で

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
高
校
生
・
大
学
生
有
志
が
観

劇
仲
間
の
グ
ル
ー
プ"N

eSTA"

を
結
成
し
ま
し

た
。
４
月
に
開
設
し
た
観
劇
情
報
発
信
サ
イ
ト

(https://w
w

w
.nesta5.jp/)

は
、
若
い
世
代
の

観
劇
フ
ァ
ン
の
視
点
が
わ
か
り
興
味
深
い
と
、
幅

広
い
世
代
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
メ

ン
バ
ー
は
「
観
劇
カ
フ
ェ
」
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
加
し
、
観
劇
を
通
し
た
高
校
生
と
の
交
流
に
も

積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
発
展
に
向
け
て　

　

２
０
１
３
年
12
月
に
第
１
回
を
開
催
し
た
高
校

生
劇
評
グ
ラ
ン
プ
リ
が
、
回
を
重
ね
、
若
い
世
代

の
観
客
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
と
発
展
し
て
き
た

の
も
、
協
賛
各
社
、
劇
場
・
劇
団
な
ど
主
催
者
・

関
係
団
体
の
皆
様
、
丁
寧
に
劇
評
作
品
を
読
み
込

ん
で
く
だ
さ
っ
た
選
考
委
員
の
先
生
方
の
ご
支

援
・
ご
協
力
の
お
か
げ
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
今

後
と
も
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。　
　
　

(

報
告　

事
務
局
・
千
徳
美
穂
）

「
フ
レ
ン
チ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
可
能
性
」

第
3
回
高
校
生
劇
評
グ
ラ
ン
プ
リ
・
高
校
生
劇
評
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

最
優
秀
賞
に
清
林
館
高
校
・ 

久く
る
は
ら

留
原
有ゆ

き希
さ
ん

劇評グランプリ第一次選考会の会場風景
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リ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
「
シ
ア
タ
ー
ト
ー
ク
」

紛
争
地
域
か
ら

生
ま
れ
た
演
劇

８シリーズ

初訳・初演２作品

　

日
本
で
知
ら
れ
て
い
な
い
海
外
戯
曲
を
日
本

語
に
翻
訳
し
て
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
上
演
と
ト
ー

ク
で
紹
介
す
る
「
紛
争
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
演

劇
」
シ
リ
ー
ズ
。
７
回
目
と
な
る
今
回
は
イ
ラ

ン
と
ベ
ル
ギ
ー
の
戯
曲
を
紹
介
し
ま
し
た
。
12

月
13
日（
火
）の
東
京
新
聞
夕
刊
に
は
ベ
ル
ギ
ー

の
戯
曲
『
ジ
ハ
ー
ド
』
の
記
事
が
、16
日
（
金
）

の
公
明
新
聞
に
は
「
紛
争
地
域
か
ら
生
ま
れ
た

演
劇
８
」
の
公
演
案
内
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　　

イ
ラ
ン
の
ナ
シ
ー
ム
・
ス
レ
イ
マ
ン
プ
ー
ル

（
１
９
８
１
～
）
さ
ん
の
戯
曲
『
白
い
ウ
サ
ギ
、

赤
い
ウ
サ
ギ
』
は
、
兵
役
拒
否
に
よ
り
国
外
に

出
ら
れ
な
か
っ
た
作
家
が
、
ど
う
し
た
ら
国
境

を
越
え
ら
れ
る
か
考
え
た
挙
句
、
英
語
で
書
い

た
作
品
で
す
。
上
演
を
観
た
り
戯
曲
を
読
ん
だ

り
し
て
内
容
を
知
っ
て
し
ま
っ
た
人
は
演
じ
る

こ
と
が
で
き
ず
、
出
演
者
は
、
当
日
、
舞
台
の

上
で
台
本
を
受
け
取
る
と
い
う
ユ

ニ
ー
ク
な
手
法
で
書
か
れ
て
い
ま

す
。
出
演
者
の
四
者
四
様
の
ス
リ

リ
ン
グ
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、

会
場
は
日
々
、
沸
き
ま
し
た
。

　

17
日
（
土
）
に
は
、
ト
ー
ク
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
本
作
の

翻
訳
者
で
あ
る
關
智
子
さ
ん
と
、
イ
ラ
ン
に
駐
在

経
験
の
あ
る
河
野
孝
さ
ん
（
文
化
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
・
演
劇
評
論
家
）
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
ウ
サ
ギ

に
込
め
ら
れ
た
寓
意
か
ら
、
イ
ラ
ン
の
こ
と
、
作

品
や
台
本
、
こ
れ
ま
で
の
上
演
の
こ
と
な
ど
、
作

品
に
潜
む
秘
密
を
共
有
し
、
話
し
合
う
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。「
国
際
演
劇
年
鑑
２
０
１
７
」

に
は
、
河
野
さ
ん
に
よ
る
レ
ビ
ュ
ー
と
、
ナ
シ
ー

ム
さ
ん
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
マ
ル
ジ
ャ
ー
ン
・

ム
ー
サ
ヴ
ィ
ー
氏
に
よ
る
イ
ラ
ン
演
劇
レ
ポ
ー
ト

を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

ベ
ル
ギ
ー
か
ら
は
モ
ロ
ッ
コ
系
移
民
２
世
と
い

う
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
ベ
ル
ギ
ー
出
身
の

作
家
イ
ス
マ
エ
ル
・
サ
イ
デ
ィ
さ
ん
（
１
９
７
６

～
）
の
『
ジ
ハ
ー
ド
』
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。「
ジ

ハ
ー
ド
（
聖
戦
）」
の
た
め
、
内
戦
の
続
く
シ
リ

ア
へ
渡
る
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
移
民
２

世
の
若
者
3
人
を
、
ユ
ー
モ
ア
を
織

り
交
ぜ
な
が
ら
率
直
に
描
い
た
作
品

で
、
２
０
１
４
年
に
ベ
ル
ギ
ー
で
初

演
さ
れ
、
２
０
１
５
年
の
パ
リ
同
時

多
発
テ
ロ
事
件
、
翌
年
の
ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル
連
続
テ
ロ
事
件
を
経
て
、
こ
れ

ま
で
7
万
人
以
上
が
鑑
賞
し
て
い
ま

す
。

　

17
日
と
18
日
の
公
演
後
に
行
っ
た

ト
ー
ク
に
は
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
作
品

専
属
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
／
ツ
ア
ー

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
る
デ
ボ
ラ
・

ド
ゥ
・
リ
エ
ム
・
ア
ビ
ス
ロ
ー
さ
ん

シ
リ
ア
に
渡
る
移
民
２
世
の
若
者

ベ
ル
ギ
ー
『
ジ
ハ
ー
ド
』

台
本
は
当
日
渡
し
の
ぶ
っ
つ
け
本
番

イ
ラ
ン
『
白
い
ウ
サ
ギ
、
赤
い
ウ
サ
ギ
』

演劇と世界――日本と世界の出会いをめぐって

『
ジ
ハ
ー
ド
』
の
舞
台　

左
か
ら
本
折
最
強
さ
と
し
、
盛
隆
二

日
下
部
そ
う　
　
（
撮
影
・
石
澤
知
絵
子
）
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（
両
日
）
と
演
出
の
瀬
戸
山
美
咲
さ
ん
（
両
日
）、

藤
井
慎
太
郎
さ
ん
（
18
日
）、
司
会
に
は
新
野
守

広
さ
ん
（
17
日
）
と
七
字
英
輔
さ
ん
（
18
日
）
を

お
迎
え
し
ま
し
た
。
当
初
来
日
を
予
定
し
て
い
た

作
家
の
イ
ス
マ
エ
ル
さ
ん
は
体
調
不
良
に
よ
り
渡

航
が
か
な
わ
ず
、
17
日
の
み
、
ス
カ
イ
プ
を
通
し

て
の
ト
ー
ク
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
教
育
の
大
切

さ
、
作
品
を
観
て
笑
っ
た
り
泣
い
た
り
し
な
が
ら

考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
、
作
品
が
社
会
現
象
に
な

る
ま
で
の
経
緯
、
本
作
の
上
演
を
め
ぐ
る
フ
ラ
ン

ス
と
ベ
ル
ギ
ー
で
の
行
政
の
対
応
の
違
い
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
喪
失
と
過
激
化
の
関
係
な
ど
、
興

味
深
い
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
作
に
つ
い
て
は
、
作
品
の
紹
介
が
決
ま
っ
た

折
、
イ
ス
マ
エ
ル
さ
ん
と
デ
ボ
ラ
さ
ん
よ
り
「
作

品
の
意
図
を
共
有
す
る
た
め
に
、
演
出
家
か
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
事
前
に
会
い
た
い
」
と
い
う
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
瀬
戸
山
さ
ん

に
ベ
ル
ギ
ー
へ
渡
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ト
ー

ク
で
は
、
瀬
戸
山
さ
ん
が
見
聞
き
し
た
こ
と
に
つ

い
て
も
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
Ｉ
発
行

「
国
際
演
劇
年
鑑
２
０
１
７
」
に
瀬
戸
山
さ
ん
の

ベ
ル
ギ
ー
レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
し
ま
す
。
ご
期
待
く

だ
さ
い
。　
　
　
（
報
告　

事
務
局
・
後
藤
絢
子
）

作　

ナ
シ
ー
ム
・
ス
レ
イ
マ
ン
プ
ー
ル　

N
assim

 Solei-
m

anpour

訳　

關　

智
子　

出
演　

12
月
14
日
（
水
）
19
時
半　

堀
源
起
（
さ
い
た
ま

　

ネ
ク
ス
ト
・
シ
ア
タ
ー
）

　

15
日
（
木
）
19
時
半　

占
部
房
子

　

16
日
（
金
）
19
時
半　

髙
田
恵
篤
（
演
劇
実
験
室
◉
万

　

有
引
力
）

　

17
日
（
土
）
14
時　

美
加
理

共
同
製
作　

Aurora N
ova

初
演
時
製
作　

Volcano Theatre

、
ネ
セ
サ
リ
ー
・
エ

　

ン
ジ
ェ
ル
、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ホ
フ
マ
ン

ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク　

ダ
ニ
エ
ル
・
ブ
ル
ッ
ク
ス
、
ロ
ス
・

　

マ
ン
ソ
ン

　

12
月
17
日
（
土
）
19
時　

　

18
日
（
日
）
14
時

作　

イ
ス
マ
エ
ル
・
サ
イ
デ
ィ　

Ism
aël Saidi

訳　

田
ノ
口
誠
悟

演
出　

瀬
戸
山
美
咲
（
ミ
ナ
モ
ザ
）　

演
出
助
手　

庭
山
由
佳

出
演　

日
下
部
そ
う
、
盛
隆
二
、
本
折
最
強
さ
と
し
、

　

中
田
顕
史
郎

　
　
【
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
】

▽
『
白
い
ウ
サ
ギ
、
赤
い
ウ
サ
ギ
』
を
め
ぐ
っ
て

　

12
月
17
日
（
土
）
16
時
～
17
時 

ゲ
ス
ト

　

河
野
孝
氏
（
文
化
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
演
劇
評
論
家
）

　

關
智
子
氏
（『
白
い
ウ
サ
ギ
、
赤
い
ウ
サ
ギ
』
翻
訳
者
）

▽
『
ジ
ハ
ー
ド
』
を
め
ぐ
っ
て
①

　

12
月
17
日
（
土
）『
ジ
ハ
ー
ド
』
上
演
後

ゲ
ス
ト

　

イ
ス
マ
エ
ル
・
サ
イ
デ
ィ
（『
ジ
ハ
ー
ド
』
作
家
）

　

※
ス
カ
イ
プ
参
加

　

デ
ボ
ラ
・
ド
ゥ
・
リ
エ
ム
・
ア
ビ
ス
ロ
ー
（『
ジ
ハ
ー
ド
』

　

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
／
ツ
ア
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

　

瀬
戸
山
美
咲
（『
ジ
ハ
ー
ド
』
演
出
）

司
会　

新
野
守
広
（
国
際
演
劇
評
論
家
協
会
（AICT

）

　

日
本
セ
ン
タ
ー
会
長
、
立
教
大
学
教
授
）

▽
『
ジ
ハ
ー
ド
』
を
め
ぐ
っ
て
②

ゲ
ス
ト

　

デ
ボ
ラ
・
ド
ゥ
・
リ
エ
ム
・
ア
ビ
ス
ロ
ー
（『
ジ
ハ
ー
ド
』

　

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
／
ツ
ア
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

　

瀬
戸
山
美
咲
（『
ジ
ハ
ー
ド
』
演
出
）

　

藤
井
慎
太
郎
（
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授
） 

司
会　

七
字
英
輔
（
演
劇
評
論
家
）

　
　
　
　

◇　
　
　
　
　
　
　
　

◇

文
化
庁
委
託
事
業　

平
成
28
年
度
次
代
の
文
化
を
創
造
す

　

る
新
進
芸
術
家
育
成
事
業

　

国
際
演
劇
年
鑑
２
０
１
７
特
集
企
画

主
催　

文
化
庁　

公
益
社
団
法
人　

国
際
演
劇
協
会
日
本

　

セ
ン
タ
ー

共
催　

東
京
芸
術
劇
場
（
公
益
財
団
法
人　

東
京
都
歴
史

　

文
化
財
団
）

企
画
制
作　

公
益
社
団
法
人　

国
際
演
劇
協
会
日
本
セ
ン

　

タ
ー

12
月
14
日
（
水
）
～
18
日
（
日
）

東
京
芸
術
劇
場
ア
ト
リ
エ
ウ
エ
ス
ト（
地
下
1
階
）

紛
争
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
演
劇
８
（
２
０
１
６
年
）

ス
タ
ッ
フ
・
キ
ャ
ス
ト

『
赤
い
ウ
サ
ギ
、
赤
い
ウ
サ
ギ
』

W
hite Rabbit, Red Rabbit

『
ジ
ハ
ー
ド
』D

jihad



　

6
回
目
を
迎
え
た
「
海
外
で
活
躍
す

る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」シ
リ
ー
ズ
。

今
回
は
「
原
サ
チ
コ
の
ぶ
っ
ち
ゃ
け
ド

イ
ツ
演
劇
話
４
～
ハ
ン
ブ
ル
ク
・
ド
イ

ツ
劇
場
の
今
シ
ー
ズ
ン
・
難
民
と
の
取

り
組
み
を
中
心
に
」
と
題
し
て
ド
イ
ツ

の
劇
場
と
難
民
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て

お
話
を
伺
い
ま
し
た
（
7
月
26
日
、於
：

東
京
芸
術
劇
場　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ス

ペ
ー
ス
）。

　

海
外
の
舞
台
芸
術
の
世
界
で
活
躍
す

る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
は
今
、
何
を

考
え
、
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
る
の

か
。
海
外
の
劇
場
や
カ
ン
パ
ニ
ー
は
ど

で
は
、
日
本
に
帰
国
中
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

の
方
た
ち
を
迎
え
て
お
話
を
伺
っ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
、
笈
田
ヨ
シ
さ
ん
（
俳
優
／
仏
）、
堀
内
元

さ
ん
（
舞
踊
家
／
米
）、
そ
し
て
原
さ
ん
に
ご
登

壇
い
た
だ
い
て
い
ま
す
（
共
催
＝
東
京
芸
術
劇
場

［
公
益
財
団
法
人 

東
京
都
歴
史
文
化
財
団
］）。

　

原
さ
ん
に
は
初
年
度
か
ら
継
続
的
に
お
話
い
た

だ
い
て
お
り
、回
を
重
ね
る
ご
と
に
内
容
は
深
化
、

来
場
さ
れ
る
方
の
層
も
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
前
回
触
れ
ら
れ
た
難
民
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
重
点
を
置
き
、
欧
州
へ
の
難
民
の
大

量
移
動
に
伴
い
揺
れ
る
ド
イ
ツ
で
今
、
演
劇
作
品

の
中
に
難
民
問
題
が
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い

る
の
か
、
劇
場
は
難
民
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
、
実
際
の
現
場
で
様
々

な
体
験
を
な
さ
っ
た
原
さ
ん
ご
自
身
に
語
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
進
め
た
企
画
で
す
。

　

当
日
は
劇
場
の
イ
ン
テ
ン
ダ
ン
ト
（
芸
術
総
監

督
）
が
自
分
の
首
を
か
け
て
ま
で
挑
ん
だ
難
民
ケ

ア
の
話
、
劇
場
ス
タ
ッ
フ
や
俳
優
に
よ
る
炊
き
出

し
、
劇
場
ロ
ビ
ー
に
宿
泊
所
を
設
置
し
た
話
な
ど

を
伺
い
ま
し
た
。
後
半
で
は
東
京
芸
術
劇
場
副
館

長
の
高
萩
宏
さ
ん
に
も
ト
ー
ク
に
加
わ
っ
て
い
た

だ
き
、
難
民
の
話
か
ら
公
共
劇
場
の
現
状
ま
で
、

本
音
の
ト
ー
ク
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。「
ド

イ
ツ
は
日
々
刻
々
、
政
策
も
街
の
様
子
も
変
わ
っ

て
い
る
。
当
日
は
こ
れ
を
し
っ
か
り
『
ぶ
っ
ち
ゃ

け
』
た
い
」
︱
︱
企
画
を
詰
め
て
い
た
あ
る
日
、

原
さ
ん
か
ら
届
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
通
り
、
む
き

だ
し
の
ド
イ
ツ
と
難
民
た
ち
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ

と
が
で
き
た
2
時
間
半
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
平
日
の

夜
で
し
た
が
、
52
名

の
方
に
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。
テ
ー

マ
が
ド
イ
ツ
の
難
民

問
題
と
あ
っ
て
、
演
劇
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
難

民
や
ド
イ
ツ
に
関
心
の
あ
る
方
な
ど
、
層
も
厚

く
、
対
話
の
幅
も
広
が
り
ま
し
た
。
劇
場
や
公
共

施
設
、
そ
こ
で
働
く
人
た
ち
が
、
と
き
に
は
身
を

捧
げ
る
覚
悟
で
社
会
の
規
則
を
少
し
変
え
て
、「
直

接
」
難
民
に
手
を
差
し
伸
べ
た
と
い
う
事
実
を
、

様
々
な
立
場
で
働
く
参
加
者
で
共
有
で
き
た
と
い

う
の
も
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。「
国
際
演
劇
年
鑑

２
０
１
７
」
に
ト
ー
ク
の
内
容
を
一
部
採
録
し
ま

す
。
ご
一
読
を
。（
報
告　

事
務
局
・
後
藤
絢
子
）

ＩＴＩ・東京芸術劇場共催 「海外で活躍する
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
シ
リ
ー
ズ
⑥

原サチコさん

ハンブルク・ドイツ劇場専属俳優

ロ
ビ
ー
に
宿
泊
所
、
ス
タ
ッ
フ
が
炊
き
出
し

難
民
ケ
ア
に
取
り
組
む
ハ
ン
ブ
ル
ク
・
ド
イ
ツ
劇
場

の
よ
う
に
運
営
さ

れ
て
い
る
の
か
︱

︱
こ
の
シ
リ
ー
ズ
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Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
の
任
意
の

部
会
「
英
連
邦
部
会
」
で
は
、
今
年

３
回
の
「
戯
曲
研
究
＆
懇
親
会
」
を

行
い
ま
し
た
。
会
場
は
い
ず
れ
も
新

宿
の
「
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
無
何
有
」。

　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
カ
ナ
ダ
の
意
欲

作
２
演
目
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
ほ

か
、
第
３
回
で
は
す
べ
て
の
教
育
シ
ス
テ
ム
に
ド

ラ
マ
を
活
用
す
る
ア
プ
ラ
イ
ド
・
ド
ラ
マ
＝
別
掲

＝
の
実
践
を
試
み
ま
し
た
。

　

第
１
回
は
４
月
10
日
（
日
）
で
、
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
の
作
家
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
フ
リ
ー
ル
の
『
そ
の
後

の
二
人
～
ソ
ー
ニ
ャ
と
ア
ン
ド
レ
イ
』
を
取
り
上

げ
ま
し
た
（
訳
＝
吉
岩
正
晴
／
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
＝

松
本
紀
保
・
川
口
啓
史
）。　
　

　

モ
ス
ク
ワ
の
寂
れ
た
カ
フ
ェ
で
、
チ
ェ
ー
ホ
フ

の『
ワ
ー
ニ
ャ
伯
父
さ
ん
』の
登
場
人
物
ソ
ー
ニ
ャ

と
、『
三
人
姉
妹
』
の
登
場
人
物
ア
ン
ド
レ
イ
が

出
会
い
、
二
人
は
人
生
と
夢
を
語
り
合
う
が
、
嘘

と
実
の
境
が
見
え
な
い
…
…
。

　

第
２
回
は
８
月
11
日
（
木
）
で
、
カ
ナ
ダ
の
作

家
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ト
レ
ン
ブ
レ
イ
の
『
と
こ
し
え

に
あ
な
た
の
も
の
…
マ
リ
ー
・
ル
ー
』（
訳
＝
吉

原
豊
司
／
演
出
＝
青
柳
敦
子
／
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
＝

辰
巳
次
郎
・
品
川
恵
子
・
一
谷
真
由
美
・
か
わ
は

ら
ゆ
な
）。　

単
調
で
意
味
も
生
き
甲
斐
も
見
つ

け
ら
れ
な
い
日
常
生
活
へ
の
怒
り

を
家
族
に
ぶ
つ
け
る
父
親
。
カ
ト

リ
ッ
ク
の
戒
律
に
縛
ら
れ
て
そ
こ

か
ら
逃
げ
出
す
こ
と
の
出
来
な
い

母
親
と
長
女
。
戒
律
を
か
な
ぐ
り

捨
て
て
自
由
の
世
界
へ
飛
び
立
つ

次
女
。
フ
ラ
ン
ス
系
カ
ナ
ダ
人
一

家
の
凄
惨
な
末
期
を
描
い
た
ド
ラ
マ
。 

　

第
３
回
は
11
月
６
日
（
日
）
で
、
イ
ギ
リ
ス
の

ア
プ
ラ
イ
ド
・
ド
ラ
マ
『
帰
還
（Returning

）』（
プ

レ
・
テ
キ
ス
ト
／
構
成
・
ア
レ
ン
・
オ
ー
エ
ン
ズ

（
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
教
授
・
教
育
学
博
士
）
訳
・

プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
（
実
施
者
）・
オ
ー
ハ
シ

ヨ
ー
ス
ケ
）。

　

ド
ラ
マ
の
進
行
に
合
わ
せ
て
、
お
客
様
同
士
が

隣
席
の
人
と
話
し
合
っ
た
り
、
議
論
し
た
り
、
劇

の
登
場
人
物
た
ち
（
オ
ー
ハ
シ
さ
ん
が
一
人
４
役

を
演
じ
た
）
に
質
問
し
て
話
し
合
っ
た
り
、
そ
ん

な
風
に
ド
ラ
マ
に
参
加
す
る
芝
居
の
特
質
が
よ
く

理
解
さ
れ
、
客
席
の
反
応
が
思
っ
て
い
た
以
上
に

熱
く
、
ア
プ
ラ
イ
ド
・
ド
ラ
マ
の
可
能
性
を
示
し

た
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
報
告　

副
会
長
・
吉
岩
正
晴
）

　

ア
プ
ラ
イ
ド
・
ド
ラ
マ　

Applied D
ram

a 　

イ
ギ
リ
ス
で
始
ま
っ
た
ド
ラ

マ
教
育
の
教
授
法
の
一
つ
で
、
応
用
ド
ラ
マ
、
応
用
演
劇
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

演
劇
作
品
の
上
演
を
目
的
と
せ
ず
、
ド
ラ
マ
を
体
験
す
る
こ
と
自
体
を
目
的
と

し
た
活
動
で
す
。
多
く
の
場
合
、
一
人
ま
た
は
複
数
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー

（
実
施
者
）
と
参
加
者
に
よ
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
（
ド
ラ
マ
）
を
つ
く
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
進
め
ら
れ
ま
す
。Cross Curricular

（
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕

方
が
複
数
の
教
科
に
ま
た
が
る
教
授
法
）
に
よ
る
教
育
シ
ス
テ
ム
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
等
の
向
上
に
広
く
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

アイルランド、カナダの意欲作
会員が翻訳、リーディングとアプライド

英
連
邦
部
会

　
　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
世
界
大
会
の
お
知
ら
せ

　

第
35
回
Ｉ
Ｔ
Ｉ
世
界
大
会
は
２
０
１
７
年
７
月
14

日
～
22
日
、
ス
ペ
イ
ン
・
セ
ゴ
ビ
ア
に
て
開
催
さ
れ

ま
す
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
は
７
月
17
日
。

　

併
せ
て
７
月
14
日
～
16
日
に
シ
ア
タ
ー
ス
ク
ー
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
か
れ
る
予
定
で
す
。

　

世
界
大
会
に
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
詳
細
が
わ
か

り
次
第
お
伝
え
致
し
ま
す
の
で
、
そ
の
旨
事
務
局
ま

で
ご
一
報
下
さ
い
。

『その後の二人～ソーニャとアンドレイ』
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ユ
ネ
ス
コ
が
定
め
た
「
世
界
演
劇
デ
ー
」
の
３

月
27
日
に
合
わ
せ
、「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
伝
統
劇

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
昨
年
中
国
・
広
州
で
開
か

れ
、
翌
28
日
に
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
会
議
」

の
討
議
に
移
り
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の
催
し
は
Ｉ

Ｔ
Ｉ
と
中
国
戯
劇
家
協
会
（
Ｉ
Ｔ
Ｉ
中
国
セ
ン

タ
ー
）、
広
州
市
が
共
催
し
て
世
界
22
の
国
と
地

域
が
参
加
し
、
日
本
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
松
竹
常
務

取
締
役
・
岡
崎
哲
也
氏
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
理
事
と
し
て
菱

沼
彬
晁
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
「
伝
統
劇
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
岡
崎
氏
は
「
歌
舞

伎
︱
︱
そ
の
継
承
と
発
展
、
世
界
と
の
交
流
」
と

題
し
、
歌
舞
伎
の
歴
史
を
映
像
を
交
え
て
解
説
、

『
暫

し
ば
ら
く』『
忠
臣
蔵
』『
娘
道
成
寺
』『
積

つ
も
る
こ
い
ゆ
き
の
せ
き
の
と

恋
雪
関
扉
』『
勧

進
帳
』『
白
浪
五
人
男
』
な
ど
、
物
語
性
に
富
ん

だ
絢
爛
の
舞
台
が
参
加
者
の
目
を
奪
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
古
典
的
な
作
品
に
加
え
て
、
ス
ー
パ
ー

歌
舞
伎
『
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
』
や
『N

IN
AGAW

A

十
二
夜
』、ア
ニ
メ
を
歌
舞
伎
化
し
た
『
ワ
ン
ピ
ー

ス
』
な
ど
現
代
の
新
作
が
成
功
を
お
さ
め
、
現
在

上
演
可
能
な
作
品
は
１
０
０
０
作
を
数
え
る
と
い

う
こ
と
に
、
参
会
者
は
感
嘆
の
念
を
隠
し
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
「
伝
統
劇
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
設
置

　
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
会
議
」
の
第
一
の
議

案
は
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
評
議
会
」
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
作
業
部
会
の
設
置
、

そ
の
事
務
局
を
中
国
セ
ン
タ
ー

の
中
に
置
く
こ
と
、
第
二
の
議

案
は 

Ｉ
Ｔ
Ｉ
本
部
に
「
国
際
伝

統
劇
フ
ォ
ー
ラ
ム
＝
伝
統
劇
保
護
発
展
委
員
会
」
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
の
提
案
で
、
い
ず
れ
も
執
行
部
案
通
り

成
立
し
、
昨
年
末
ス
ペ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の

執
行
委
員
会
で
正
式
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
て
今
年
6
月
18
～
22
日
、寧
夏
回
族
自
治
区
の
首
府
・

銀
川
で
「
国
際
伝
統
劇
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
第
１
回
会
議
が

招
集
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
中
国
セ
ン
タ
ー
は
日
本
セ

ン
タ
ー
の
協
力
に
期
待
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

　

季
国
平
氏
、
中
国
の
〝
大
作
主
義
〟
に
疑
問

　

こ
の
２
日
間
の
会
議
を
仕
切
り
、
司
会
を
務
め
た
の

は
、
中
国
戯
劇
家
協
会
の
書
記
で
副
主
席
、
同
時
に
Ｉ

ＩＴＩアジア・太平洋伝統劇国際フォーラム
「
歌
舞
伎
︱
︱
そ
の
継
承
と
発
展
、

世
界
と
の
交
流
」松
竹
・
岡
崎
哲
也
氏
が
報
告

Ｔ
Ｉ
国
際
本
部
の
副
会
長
を
務
め
る
季
国
平
さ
ん
で
し

た
。
季
さ
ん
は
実
は
演
劇
評
論
家
で
も
あ
り
、
中
国
戯

劇
家
協
会
と
い
う
行
政
機
関
の
ト
ッ
プ
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
、
中
国
演
劇
史
か
ら
現
代
演
劇
論
に
及
ぶ
研
究

者
で
も
あ
り
、
同
時
に
現
代
演
劇
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に

も
手
腕
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　

中
国
で
は
経
済
的
発
展
に
伴
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
大
作

主
義
、
ス
タ
ー
や
資
金
力
に
も
の
言
わ
せ
た
大
舞
台
が

人
気
を
博
し
て
い
る
の
に
対
し
、
批
判
的
な
見
解
を

持
っ
て
い
る
の
が
季
さ
ん
で
す
。彼
が
主
張
す
る
の
は
、

小
さ
な
舞
台
に
宇
宙
大
の
空
間
を
出
現
さ
せ
よ
う
と
す

る
中
国
演
劇
の
伝
統
的
な
美
学
で
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

地
区
の
伝
統
芸
能
と
響
き
合
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
季
国
平
氏
の
伝
統
劇
に
関
す
る
演
劇
評
論
集

を
日
本
で
翻
訳
出
版
す
る
こ
と
に
中
国
文
化
部
は
協
力

の
意
向
を
示
し
て
い
ま
す
。（
報
告　

理
事
・
菱
沼
彬
晁
）

リ
ア
を
中
心
に
展
開
。「
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
／
ト
ー
キ
ョ
ー

16
」、「
東
京
芸
術
劇
場
〈
芸
劇

オ
ー
タ
ム
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
〉」、

「
と
し
ま
国
際
ア
ー
ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー
都
市
発
信

プ
ロ
グ
ラ
ム
」、「
ア
ジ
ア
舞
台
芸
術
人
材
育
成
部

門
」
の
4
つ
の
事
業
が
集
結
し
、
先
鋭
的
な
演
目

や
地
域
密
着
型
・
参
加
型
作
品
な
ど
多
様
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン

タ
ー
は
本
芸
術
祭
組
織
委
員
会
事
務
局
を
務
め
、

広
報
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
業
務
を
担
い
ま
し
た
。

http://w
w

w
.tokyo-m

etropolitan-festival.jp/

　
　
　
　
　
　
（
報
告　

事
務
局
・
蓮
池
奈
緒
子
）

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
初
秋
の
２
０
１
６
年
９
月

25
日
、
豊
島
区
南
池
袋
公
園
で
「
東
京
芸
術
祭

２
０
１
６
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
芸
術
祭
は
、
東
京
の
多
彩

で
奥
深
い
芸
術
文
化
を
通
し
て
世
界
と
つ
な
が
る

こ
と
を
目
指
し
た
都
市
型
総
合
芸
術
祭
と
し
て
創

設
さ
れ
、
９
月
１
日
か
ら
12
月
18
日
ま
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
キ
ッ
ク
オ
フ
と
な
る
２
０
１
６
年
秋

は
舞
台
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
豊
島
区
池
袋
エ

Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
を
組
織
委
員
会
事
務
局
に

「
東
京
芸
術
祭
２
０
１
６
」
開
催
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２
０
１
６
年
２
月
に
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）

の
フ
ジ
ャ
イ
ラ
で
第
１
回
フ
ジ
ャ
イ
ラ
国
際
芸
術
祭
が

開
催
さ
れ
、
日
本
か
ら
早は

や
ち
ね
た
け

池
峰
岳
神か

ぐ
ら楽
（
岩
手
県
花
巻

市
）
の
一
行
（
岳
神
楽
保
存
会
の
小
国
朋
身
会
長
以
下

11
名
）
が
招
聘
さ
れ
て
参
加
し
た
。

　

こ
れ
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
が
２
０
１
５
年
に

特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
招
聘
し
た
ス
ー
ダ
ン
出
身
の
俳

優
、
演
出
家
ア
リ
・
マ
フ
デ
ィ
・
ヌ
ー
リ
ー
氏
（
国
連

親
善
大
使
）
が
、
同
芸
術
祭
の
役
員
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
同
氏
か
ら
の
要
請
に
応
え
て
実
現
し
た
も
の
（
Ｉ

Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
は
文
化
庁
主
催
「
次
代
の
文
化
を

創
造
す
る
新
進
芸
術
家
育
成
事
業
」
の
一
環
と
し
て
同

年
12
月
に
開
催
し
た
「
紛
争
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
演
劇

７
」
に
同
氏
を
招
聘
し
た
）。

　

フ
ジ
ャ
イ
ラ
は
ア
ラ
ビ
ア
半
島
に
あ
る
首
長
国
の
一

つ
で
、
ア
ブ
ダ
ビ
や
ド
バ
イ
な
ど
と
と
も
に
、
Ｕ
Ａ
Ｅ

を
構
成
し
て
い
る
。
人
口
は
12
万
人
弱
で
Ｕ
Ａ
Ｅ
全
体

の
３
％
く
ら
い
に
あ
た
る
小
さ
な
国
。

　

早
池
峰
岳
神
楽
の
公
演
は
、
２
月
20
日
と
21
日
の
２

回
行
わ
れ
た
。
１
日
目
の
会
場
は
、
フ
ジ
ャ
イ
ラ
市
内

に
あ
るM

CYCD
 Theatre

（
２
百
席
く
ら
い
）
と
い

う
（
王
立
な
ら
ぬ
）
首
長
立
の
劇
場
で
あ
っ
た
。
演
目

は
、
山
の
神
舞
、
五
穀
舞
、
権
現
舞
の
３
演
目
。
公
演

に
は
地
元
の
テ
レ
ビ
局
が
取
材
に
入
り
、
終
演
後
は
舞

台
上
で
主
催
者
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

　

２
日
目
は
、
フ
ジ
ャ
イ
ラ
の
街
か
ら
少
し
離
れ
た

デ
ィ
ッ
バ
（D

ibba

）
と
い

う
街
に
あ
る
モ
ノ
ド
ラ
マ
・

ハ

ウ

ス
（M

onodram
a 

H
ouse

）
と
い
う
劇
場
で
の

公
演
で
あ
っ
た
。こ
ち
ら
は
、

建
物
内
に
あ
る
劇
場
の
他
に
、
中
庭
に
向
け
て
野
外
ス

テ
ー
ジ
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
屋
台
、
露
店
も
い
く
つ

か
出
て
、
人
出
も
か
な
り
多
く
、
く
つ
ろ
い
だ
雰
囲
気

の
中
で
行
わ
れ
た
。
演
目
は
三
番
叟
舞
、
五
穀
舞
、
諷

誦
舞
、
権
現
舞
の
４
演
目
。
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、
現

代
の
地
域
共
同
体
の
中
に
継
承
さ
れ
て
い
る
民
俗
芸
能

の
実
例
と
し
て
、
早
池
峰
岳
神
楽
の
公
演
は
、
フ
ジ
ャ

イ
ラ
で
の
最
初
の
国
際
芸
術
祭
の
ゲ
ス
ト
と
し
て
ぴ
っ

た
り
だ
っ
た
。

　

今
回
の
芸
術
祭
の
参
加
カ
ン
パ
ニ
ー
の
リ
ス
ト
を
見

る
と
、音
楽
部
門
と
し
て
Ｕ
Ａ
Ｅ
か
ら
の
参
加
の
他
に
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、オ
マ
ー
ン
、ヨ
ル
ダ
ン
、レ
バ
ノ
ン
、

パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
モ
ロ
ッ
コ
、
ス
ペ
イ

ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
コ
ス
タ
リ
カ
、
日
本
、
イ
ン
ド
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
13
カ
国
か
ら
参
加
し
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の

芸
術
祭
に
合
わ
せ
て
、
２
年
に
１
度
行
わ
れ
て
い
る
モ

ノ
ド
ラ
マ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
７
回
目
）
が
同
時
に

開
催
さ
れ
て
い
た
（
14
作
品
）。

　

第
１
回
の
開
催
で
あ
っ
た
が
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

速
報
を
伝
え
る
印
刷
物
（
冊
子
）
が
毎
日
、
日
替
わ
り

で
発
行
さ
れ
、
運
営
に
大
学
生
た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
参
加
し
て
い
る
な
ど
、
運
営
に
は
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
ら
し
さ
が
窺
わ
れ
た
。今
後
も
、こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
含
め
、
中
東
・
ア
ラ
ブ
で
の
演
劇
舞
踊
事
情
に

注
目
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
（
報
告　

常
務
理
事
、
事
務
局
長
・
曽
田
修
司
）

花
巻
早は
や
ち
ね
た
け

池
峰
岳
神か
ぐ
ら楽
、
ア
ラ
ブ
首
長
国

連
邦
フ
ジ
ャ
イ
ラ
国
際
芸
術
祭
に
参
加

山の神舞、五穀舞、権現舞の３演目



【
入
会
・
個
人
会
員
】
６
名

大
久
保
康
夫
（
劇
団　

前
進
座
）

木
田
幸
紀
（
日
本
放
送
協
会
）

久
保
寺
淳
子
（
ス
タ
ー
ダ
ス
・
２
１
）

後
藤
祥
子
（
演
劇
俳
優
・
舞
踊
家
）

佐
川
大
輔
（TH

EATRE M
O

M
EN

TS

）

鈴
木
健
太
（
劇
団J.A.M

! 

／
フ
ラ
ン

ス
演
劇
ク
レ
ア
シ
オ
ン
）

【
退
会
】

西
川
左
近

芙
二
三
枝
子

藤
波
文
之

結
城
雅
秀

【
ご
逝
去
】

中
村
梅
之
助（
２
０
１
６
年
1
月
18
日
）

伊
藤
巴
子
（
２
０
１
６
年
12
月
17
日
）

【
叙
勲
・
受
賞
】

第
23
回
読
売
演
劇
大
賞
最
優
秀
演
出
家
賞

鵜
山
仁

第
27
回 

恩
賜
賞
・
日
本
芸
術
院
賞 

坂
東
玉
三
郎

東
京
新
聞
平
成
28
年
度
舞
踊
芸
術
賞 

井
上
八
千
代

重
要
無
形
文
化
財
保
持
者（
人
間
国
宝
）

中
村
東
蔵

第
3
回
ベ
ト
ナ
ム
国
際
実
験
演
劇
祭
最
優

秀
作
品
賞　

演
劇
集
団
ア
・
ラ
・
プ
ラ
ス

『
か
も
め
』

同
演
劇
祭
最
優
秀
演
出
家
賞　

杉
山
剛
志

同
演
劇
祭
最
優
秀
俳
優
賞　

蔡
恵
美

第
71
回
文
化
庁
芸
術
祭
賞
演
劇
部
門
優

秀
賞　

松
竹
株
式
会
社

同
芸
術
祭
賞
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
部
門
大

賞　

日
本
放
送
協
会

同
芸
術
祭
賞
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
部
門
優

秀
賞　

株
式
会
社W

OW
OW

同
芸
術
祭
賞
テ
レ
ビ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
部
門
優
秀
賞　

日
本
放
送
協
会

第
58
回
毎
日
芸
術
賞　

石
井
ふ
く
子

【
退
会　

賛
助
会
員
】

ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

株
式
会
社

関
西
テ
レ
ビ
放
送
株
式
会
社

（２０１６年１月〜 17 年１月） 順不同・敬称略会  員  消  息

　　　　　第 127 号
　　　　　2017 年 1 月 31 日発行
発　行　公益社団法人国際演劇協会日本
　　　　センター
発行人　永井多恵子
編集人　吉岩正晴　菱沼彬晁
住　所　〒 151-0051　東京都渋谷区
　　　　千駄ヶ谷 4-18-1 国立能楽堂内
Tel03-3478-2189  Fax03-3478-7218
Email:mail@iti-j.org 
URL http://iti-japan.or.jp

（© 国際演劇協会日本センター 2017）

▲
曽
田
事
務
局
長
が
大
学
の
在
外

研
究
制
度
に
よ
り
カ
ナ
ダ
に
研
修

留
学
し
て
い
る
間
、
事
務
局
長
代

行
を
務
め
、
事
務
局
の
仕
事
量
の

多
さ
に
は
驚
い
た
。
業
務
の
実
質

は
二
人
の
事
務
局
長
補
佐
と
二
人

の
事
務
局
員
が
効
率
よ
く
進
め
て

く
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
一
年
間
は
Ｉ

Ｔ
Ｉ
に
明
け
暮
れ
た
感
じ
。
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
果

た
す
べ
き
役
割
の
多
様
性
と
重
要
性
を
再

認
識
し
た
一
年
で
も
あ
っ
た
。（
吉
岩
）

▲
「
演
劇
デ
ー
」
の
３
月
27
日
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の

祝
祭
行
事
に
招
か
れ
、
ス
ピ
ー
チ
の
指
名
を

受
け
た
演
劇
人
は
、
腕
に
よ
り
を
か
け
て
起

草
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
中
国
の

広
州
で
聞
い
た
。
ロ
シ
ア
の
高
名
な
演
出
家

ア
ナ
ト
リ
ー
・
ワ
シ
リ
エ
フ
さ
ん
。「
演

劇
の
力
」
と
題
し
て
「
演
劇
は
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
形
式
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
恐

怖
の
演
劇
だ
け
は
ご
免
で
す
。
宗
教
や
部

族
の
違
い
は
あ
ろ
う
と
も
、
街
角
や
広
場
に

死
体
が
こ
ろ
が
り
、
血
潮
が
流
れ
る
演
劇
だ

け
は
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
」
と
。（
菱
沼
）

編集後記

　ＩＴＩ国際演劇協会日本セ
ンターは舞台芸術・放送芸術
を通した国際交流に関心をお
持ちの個人・団体の会員を随
時募集中。
会員には『国際演劇年鑑』な
どセンター発行の出版物が無
料で配布され、センター主催・
共催のワークショップやシン
ポジウムに割引料金で参加で

きます。
▽個人会員　入会金６, ０００円
　年会費１２, ０００円
▽団体会員　入会金６, ０００円
　年会費１８, ０００円
▽賛助会員　入会金なし　
　年会費１８, ０００円～
　１００, ０００円（一口）
　入会金免除　ただ今ご入会の
方は入会金免除となります。

　

ご
寄
付
の
お
願
い

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、「
公
益
社
団
法
人
」

へ
の
移
行
に
と
も
な
い
、
寄
付
金
控
除
な

ど
税
法
上
の
優
遇
措
置
の
対
象
と
な
る
特

定
公
益
増
進
法
人
と
な
り
ま
し
た
。
個
人

の
場
合
は
、
特
定
寄
付
金
と
し
て
一
定
金

額
ま
で
寄
付
金
控
除
が
認
め
ら
れ
、
法
人

の
場
合
は
、
一
般
の
寄
付
金
の
損
金
算
入

限
度
額
と
は
別
に
、
別
枠
の
損
金
算
入
限

度
額
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
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